
 

                                                  

「
第
五
十
五
回
総
会
を
迎
え
て
」 

 
 

佐
倉
高
等
学
校
鹿
山
会 

 
 
 
 

会
長 

 

鈴
木 

博 
 

 
    

  

残
炎
の
候
、
皆
様
に
は
、
益
々
、
ご
健

勝
に
て
ご
活
躍
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
の
七
月
総
会
に
て
、
七
代
目
の
鹿
山

会
会
長
に
就
任
以
来
、
同
窓
生
皆
様
は
じ

め
多
く
の
学
校
関
係
者
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
会
場
を
学
び
舎
か
ら
ホ
テ
ル
に
か
え

て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
第
五
十
五

回
総
会
が
、
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
事
、
併
せ
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
、
池
田
内
閣
が
打
ち
出
し

た
所
得
倍
増
計
画
の
も
と
高
度
成
長
を
是

と
し
た
時
代
に
本
校
を
卒
業
、
後
昭
和
四

十
三
年
に
は
、
我
が
国
国
民
総
生
産
が
西

独
を
抜
い
て
米
国
に
次
ぎ
自
由
世
界
第
二

位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
時
代
を
過
ご
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
概
ね
十
五
年
に
及

ぶ
経
済
不
況
の
中
に
、
国
民
生
活
に
及
ぶ

各
種
の
問
題
が
顕
在
化
さ
れ
、
改
革
の
名

の
下
に
色
々
の
施
策
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
変
化
の
時
代
に

あ
た
り
、
本
校
を
母
校
と
す
る
皆
様
の
総

意
と
結
束
の
必
要
な
時
を
感
じ
ま
す
。
本

校
鹿
山
会
で
は
、
設
立
趣
旨
に
沿
っ
た
事

業
活
動
を
主
体
に
推
進
す
る
他
に
、
二
つ

の
事
業
を
掲
げ
、
活
動
方
針
を
明
確
に
致

し
ま
し
た
ひ
と
つ
は
、
一
昨
年
よ
り
継
続

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
鹿
山
文
庫
の
修
理
保

存
に
広
報
活
動
を
加
え
て
の
長
期
的
事
業

で
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
三
月
十

八
日
の
新
聞
等
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
佐
倉

高
校
記
念
館
が
国
の
文
化
審
議
会
よ
り
文

部
科
学
大
臣
に
対
し
登
録
有
形
文
化
財
と

す
る
旨
の
答
申
が
な
さ
れ
た
事
に
対
す
る

記
念
館
の
保
存
関
連
事
業
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
藩
校
創
立
か
ら
二
百

十
余
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
校
だ
か
ら
こ

そ
の
事
業
で
あ
り
ま
す
。
鹿
山
会
と
し
て

は
、
千
葉
県
の
教
育
施
設
と
し
て
の
佐
倉

高
校
と
常
に
連
帯
意
識
を
も
ち
、
温
故
知

新
の
精
神
を
鹿
山
会
会
員
皆
様
と
持
ち
続

け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
県
財
政
の

厳
し
い
状
況
下
に
於
い
て
の
卒
業
同
窓
生

と
し
て
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
皆
様
と
共

に
考
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
明
治

三
十
三
年
に
佐
倉
中
学
校
同
窓
会
と
し
て

発
足
、
県
立
移
管
当
時
に
鹿
山
会
と
改
称

さ
れ
た
歴
史
と
伝
統
そ
し
て
そ
の
当
時
の

先
輩
同
窓
生
の
心
意
気
を
思
う
時
、
会
員

皆
様
の
ご
協
力
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
鹿
山
会

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「
鹿
山
会
会
報
に
よ
せ
て
」 

 
 
 

県
立
佐
倉
高
等
学
校 

 
 
 
 
 
 

校
長 

 

須
田 

繁 
 
 

       

『
鹿
山
会
会
報
』
創
刊
号
の
発
行
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
母
校
・
佐
倉

高
校
の
『
現
在
』
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。 

 

生
徒
は
、
毎
朝
「
お
は
よ
う
！
」
と
元

気
な
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
鍋
山
の
坂
道

を
登
っ
て
来
ま
す
。
学
校
は
多
く
の
木
立

に
囲
ま
れ
、
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
に
あ

り
ま
す
。
今
で
も
、
進
路
指
導
室
や
保
健

室
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
木
造
校
舎

は
、
建
設
以
来
九
〇
有
余
年
の
歴
史
を
刻

み
、
現
在
で
は
『
記
念
館
』
と
呼
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
記
念
館
は
、
明
治
の
木

造
洋
風
建
築
と
し
て
の
価
値
を
認
め
ら
れ
、

今
年
三
月
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
、
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
も
早

い
登
録
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

卒
業
生
諸
氏
の
ご
活
躍
に
よ
り
、
本
校

は
北
総
の
地
の
教
育
の
殿
堂
と
し
て
輝
か

し
い
伝
統
を
築
き
、
現
在
、
広
範
な
地
域

か
ら
、
多
く
の
優
れ
た
若
者
が
、
佐
倉
高

校
で
学
び
た
い
と
高
い
志
を
も
っ
て
集
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
歴
史
を

身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
学
問
の
雰
囲
気
を

日
々
呼
吸
し
つ
つ
『
文
武
両
道
』
を
目
指

し
、
『
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
』
な
ど
国
際
交
流

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

本
校
は
、
今
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
か
ら
二
学

期
制
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
生
徒
一

人
一
人
の
自
己
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る

進
学
実
績
の
向
上
を
目
指
し
、
今
年
度
か

ら
、
進
学
対
応
単
位
制
高
等
学
校
と
し
て

『
新
た
な
る
出
発
』
を
い
た
し
ま
し
た
。

従
来
よ
り
授
業
時
数
を
三
時
間
増
や
し
、

週
三
十
三
時
間
授
業
の
実
施
な
ど
、
学
力

の
一
層
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
学
校
独
自
問
題
に
よ
る
入
学
者

選
抜
の
実
施
な
ど
、
『
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
』
に
も
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

佐
倉
高
校
は
、
意
欲
溢
れ
る
生
徒
と
、

熱
い
心
を
も
っ
て
指
導
す
る
教
職
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
、
時
に
は
母
校
を
お
訪
ね
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
母
校
発
展
の
た
め
、
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
強
力
な
支
援
体
制
で
」 

 
 
 

佐
倉
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

 
 
 
 
 

会
長 

 

細
谷 

幸
平 

 
        

過
日
、
鍋
山
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
、
総
力
を
挙
げ
て
、
バ 

ザ
ー
を
出
店
し
ま
し
た
。
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
物
資
を
献
品
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

売
上
を
佐
倉
高
に
寄
付
し
よ
う
と
い
う
構

想
で
す
。
父
兄
は
勿
論
で
す
が
、
鹿
山
会

の
諸
先
輩
に
ご
援
助
い
た
だ
き
、
思
い
も

よ
ら
ぬ
大
き
な
寄
付
原
資
が
で
き
ま
し
た
。

未
だ
に
、
鹿
山
会
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
、
諸
先
輩
方
に
は
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

  

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る
よ

う
答
申
さ
れ
て
い
る
記
念
館
は
、
筑
後
百

年
を
経
過
し
ま
す
が
、未
だ
に
、校
長
室
、

事
務
室
、
応
接
室
、
保
健
室
と
し
て
生
き

続
け
て
い
ま
す
。
役
目
柄
、
記
念
館
を
往

来
し
ま
す
が
、木
の
色
調
、床
の
鳴
る
音
、

ド
ア
ノ
ブ
の
温
度
、
ど
れ
も
心
に
響
く
も

の
が
あ
り
、
呼
吸
が
整
い
ま
す
。
こ
の
学

校
は
、
別
物
だ
な
と
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き

な
い
な
と
、
心
の
底
か
ら
思
い
ま
す
。 

我
が
子
達
は
、
歴
史
の
先
頭
に
立
た
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
輩
が
た
の
足

跡
を
汚
さ
ず
、
思
い
を
絶
や
さ
ず
、
学
校

生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
倉
高
は
毎
年
、
数
百
名
の
鹿
山
会
員
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。
鹿
山
会
が
結
束
す
る

な
ら
、
地
域
の
一
大
有
志
と
な
り
ま
す
。

地
域
か
ら
輩
出
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
鹿

山
会
と
い
う
ま
と
ま
り
の
中
で
、
地
域
に

貢
献
し
て
行
く
な
ら
、
そ
れ
は
、
親
と
し

て
誇
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

「
佐
倉
高
記
念
館
の 

保
存
に
向
け
て
」 

県
立
佐
倉
高
等
学
校
記
念
館 

修
理
促
進
の
会
会
長 

佐
倉
市
長 

渡
貫 

博
孝 

 
       

平
成
十
四
年
四
月
、
前
任
の
越
川
雄
次

郎
校
長
が
就
任
す
る
と
、
県
教
育
庁
に
対

し
文
化
財
と
し
て
の
保
存
と
、
速
や
か
な

修
理
実
施
を
粘
り
強
く
要
請
し
た
結
果
、

現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調

査
に
よ
っ
て
、
永
年
の
風
雪
に
耐
え
な
が

ら
も
建
物
外
周
の
劣
化
が
進
み
、
と
り
わ

け
柱
と
基
礎
部
分
が
著
し
く
腐
朽
し
て
い

る
状
況
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
の
谷
田
部
満
会

長
は
じ
め
役
員
が
対
応
を
協
議
し
た
結
果
、

「
県
立
佐
倉
高
等
学
校
記
念
館
修
理
促
進

の
会
」
を
結
成
す
る
こ
と
と
、
要
望
書
を

知
事
宛
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
の

報
告
を
受
け
、
微
力
な
が
ら
会
長
を
私
が

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
六
月､

堂
本
県
知
事
に
面
会

し
、
保
存
を
要
請
し
ま
し
た
。
知
事
は
、

財
政
的
に
厳
し
く
と
も
、
同
窓
会
や
市
民

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
文
化
財
と
し
て
残

す
べ
き
と
の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
密

本
俊
一
県
議
も
、
県
教
育
庁
へ
国
の
登
録

文
化
財
の
可
能
性
を
熱
心
に
打
診
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
一
月
、
県
教
育
委
員
会
か
ら

登
録
文
化
財
推
薦
書
の
提
出
を
受
け
、
文

化
庁
は
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
文
化

財
の
審
議
機
関
で
あ
る
文
化
審
議
会
は
三

月
、
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
、
文
化
財
登

録
原
簿
に
登
録
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

以
上
が
こ
れ
ま
で
の
経
過
で
す
。 

こ
の
登
録
制
度
は
、
築
後
五
十
年
を
経

過
し
た
建
造
物
が
対
象
で
、
従
来
の
文
化

財
指
定
制
度
と
違
い
、
活
用
し
な
が
ら
、

保
存
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
さ
に

佐
倉
高
校
記
念
館
は
、
同
窓
生
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
歴
史
の

ま
ち
佐
倉
の
景
観
を
代
表
す
る
建
造
物
で

す
。
九
五
年
を
経
過
し
た
と
は
い
え
、
築

造
当
時
の
経
緯
は
も
と
よ
り
、
学
校
そ
の

も
の
の
歴
史
が
存
分
に
詰
め
込
ま
れ
た
宝

物
だ
と
、
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
佐
倉
の

教
育
の
誇
り
を
、
こ
の
記
念
館
か
ら
発
信

さ
せ
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。 
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「
鍋
山
祭
」 

 
今
年
は
、
君
も
鍋
山
流
だ
ろ
う
？ 

と
い
う
統
一
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
七
月
一

日
（
金
）
に
校
内
発
表
が
行
わ
れ
翌
日

の
七
月
二
日
（
土
）
に
は
一
般
公
開
さ

れ
二
千
名
を
超
え
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
二
日
目
の
一
般
公
開
日
に
は
地

域
交
流
棟
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
も

開
か
れ
て
大
盛
況
で
し
た
。 

                         
 

  

参
加
団
体
は
、
二
五
の
ク
ラ
ス
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
書
道
部
、
美
術
部
、
工
芸
部
、････

等
で
合
計
四
二
団
体
を
数
え
ま
し
た
。 

 

発
表
内
容
は
、
演
劇
（
一
二
団
体
）
飲

食
店
（
三
団
体
）
の
他
、
縁
日
や
研
究

発
表
、
お
化
け
屋
敷･･･

等
々
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
今
年
は
、
校
内
発
表
の
日
に
中
夜

祭
が
行
わ
れ
多
数
の
生
徒
が
参
加
し
例

年
以
上
に
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

演
劇
は
、
喜
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
感

動
も
の･･･

等･･

皆
で
き
ば
え
が
よ
く
、

か
な
り
待
た
な
い
と
観
ら
れ
な
い
状
況

で
し
た
。 

               

研
究
発
表
部
門
で
は
、
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト

や
熱
気
球
等
を
作
成
し
た
団
体
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
、
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
、

人
を
乗
せ
床
か
ら
浮
き
上
が
り
広
い
会

場
を
自
由
に
動
き
回
っ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た 

                     

              
 

 

普
段
は
、
部
活
、
勉
学
等
に
頑
張
っ
い

る
生
徒
た
ち
で
す
が
、
約
一
ヶ
月
の
準

備
で
こ
れ
だ
け
の
発
表
が
で
き

る･････

感
動
し
ま
し
た 

      

「
部
活
動
」 

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】 

 

○
関
東
都
県
対
抗
戦 

      
 
 

 

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝 
   

千
葉
県
代
表
選
手 

           
岩
立 

洋
祐
（
３
年
） 

           
宮
川 

和
也
（
３
年
） 

           
森
川 
海
斗
（
２
年
） 

 

○
関
東
大
会
千
葉
県
予
選 

        
 

 

ベ
ス
ト
４ 

 

○
関
東
大
会
出
場 

             

２
年
ぶ
り
７
回
目 

     

Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク
第
３
位 

 

【
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

 

○
関
東
大
会
千
葉
県
予
選 

             
 

第
７
位 

 

○
千
葉
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

               

第
５
位 

       

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

 

○
和
田
杯 

 
 
 
 
 

準
優
勝 

 

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】 

 

○
千
葉
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

                

ベ
ス
ト
８ 

 

【
レ
ス
リ
ン
グ
部
】 

 

○
関
東
レ
ス
リ
ン
グ
大
会 

   55kg

級  

小
川 

翔
太
（
２
年
） 

               

ベ
ス
ト
十
六 

 

○
関
東
大
会
県
予
選 

   

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル 

   50kg

級  

３
位 
             

平
田 

康
二
（
２
年
） 

   

準
優
勝 

小
川 

翔
太
（
２
年
） 

            

（
関
東
大
会
出
場
） 

   

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル 

   74kg

級 

準
優
勝 

            

岡
田 

亮
（
２
年
） 

 

○
県
総
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
会
兼 

   

全
国
総
体
県
予
選
会 

   50kg

級 

３
位 

             

平
田 

康
二
（
２
年
） 

   55kg

級 

４
位 

             

小
川 

翔
太
（
２
年
） 

   74kg

級 

４
位 

            

岡
田 

亮
（
２
年
） 

   

（
全
国
総
体
補
欠
登
録
選
手
） 

   

学
校
対
抗
戦
（
団
体
戦
）
５
位 

 

【
カ
ヌ
ー
部
】 

 

○
第10

回
関
東
高
等
学
校 

              

カ
ヌ
ー
大
会 

   

男
子
ポ
ロ
競
技
の
部 

 

２
位 

   

カ
ヌ
ー
ス
ロ
ー
ラ
ム 

     

１
位 

 

高
橋
麻
衣
子
（
３
年
） 

     

２
位 

 

大
澤
真
奈
美
（
３
年
） 

     
３
位 

 

中
鉢 

大
介
（
３
年
） 

     
３
位   

本
橋 

聖
瑠
（
２
年
） 

     
４
位 

 
高
瀬 

 

葵
（
３
年
） 

     

５
位 

 
籏
生 

容
子
（
３
年
） 

     

６
位 

 
田
村 

泰
介
（
３
年
） 

 

【
美
術
部
】 

 

○
第50

回
全
日
本
学
生
美
術
展 

      

佳
作
入
賞 

            

高
橋 

有
希
（
３
年
） 

            

そ
の
他
４
名
入
選 

 
 

 
「
鹿
山
会
歓
送
迎
会
」 
 

こ
の
た
び
、
母
校
が
進
学
対
応
単
位
制

移
行
に
伴
う
教
育
課
程
や
記
念
館
が
国

の
登
録
文
化
財
答
申
さ
れ
る
に
あ
た
り

学
校
サ
イ
ド
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
前
教
頭
の
木
村
修
先
生
、

母
校
の
教
育
環
境
の
整
備
に
大
変
ご
苦

労
を
い
た
だ
い
た
松
田
絹
子
前
事
務
長
、

授
業
や
部
活
動
を
熱
心
に
指
導
さ
れ
、
こ

の
た
び
定
年
を
迎
え
ご
退
職
さ
れ
た
校

内
幹
事
の
川
崎
繁
先
生
、
以
上
三
名
の
先

生
方
へ
の
送
別
と
、
新
た
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
、
藤
枝
隆
教
頭
先
生
と
渡
辺
薫
事
務

長
、
昭
和
六
十
年
に
母
校
を
卒
業
さ
れ
た

 

金
田
幸
夫
先
生
へ
の
歓
迎
を
込
め
五
月

二
七
日
に
玉
家
で
歓
送
迎
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

                  

異
動
、
退
職
さ
れ
た
先
生
方
・
着
任

さ
れ
た
先
生
方
・
鹿
山
会
の
会
長
は
じ

め
役
員
の
方
々
・
校
内
幹
事
含
め
て
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

        

「
鹿
山
会
常
任
委
員
会
」 

 

母
校
の
地
域
交
流
棟
一
階
研
修
室
で

六
月
二
六
日
午
後
二
時
か
ら
第
五
十
五

回
鹿
山
会
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
蒸
し
暑
い
中
で
し
た
が
約
三
十

名
の
会
員
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
の
あ
と
、
鈴
木
博
鹿
山
会
会
長

か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
、
須

田
繁
校
長
か
ら
、
母
校
の
近
況
を
含
め

て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の
顕

彰
、
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
報
告
、
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

（
案
）
・
予
算
（
案
）
、
ま
た
現
在
顧
問
で

あ
る
母
校
校
長
を
副
会
長
に
、
ま
た
前

鹿
山
会
会
長
の
谷
田
部
満
様
を
顧
問

に･
･･

と
い
う
事
が
話
し
合
わ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                         

 


